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平成 27 年度学術誌の原稿・アイデアカード作成についてのお願い 

 

拝啓 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 平素より香川県作業療法士会学術部の活動につきましては格別のご理解とご協力をいただきまして厚く御

礼申し上げます。 

さて、このたび当部では平成 27 年度学術誌の発行を計画しております。今年度は内容もより充実したもの

にし、県士会員の皆様に提供していきたいと考えております。つきましては、学術誌に掲載していただける原

稿、及びアイデアカードを募集しております。ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、何卒ご協力をお願い

いたします。 

敬具 

 

記 

 

《 募集対象と方法について 》 

① レクリエーション・アクティビティ・自助具・スプリントなどのアイデアカードを出していただける方 

② 四国学会・全国学会等、他で発表する予定のない、オリジナルの原稿を出していただける方 

③ 平成 27 年 1 月に開催される県学会で演題発表される方 

以上、①～③に該当する方に、掲載していただける原稿を募集しております。①②に関しましては今年度

の学術誌に、③に関しましては来年度の学術誌に掲載させていただこうと考えております。なお、学術誌は

ISSNを取得しておりますので、原稿の査読を行い、修正を依頼することがありますが、ご了承ください。 

オリジナルの原稿を学術誌に掲載していただける先生方は、下記問い合わせ先まで、お手数ですがご連絡

ください（もしくはお知り合い、職場の学術部員に連絡して頂いてもかまいません）。連絡いただいた方に

は、学術部より保存用の CD-R と返信用封筒を所属の施設へ郵送いたします。 

またアイデアカードを掲載していただける先生方も、下記問い合わせ先までご連絡ください。書式をメー

ル等で送信いたしますので、お手数ですが、その書式で記入していただくことにご協力いただけたらと思い

ます。 

 

《 原稿の内容について 》 

原稿の掲載にあたり、対象者の同意を得ていることが前提となります。 

原稿は学会等で作成される抄録形式のものに、内容を詳しく（図や表・写真を加えていただいてもかまいま

せん）したものと考えていただけたらと思います。 

なお原稿作成は、以下の書式にてお願いいたします。 

 



・ タイトル 

・ 施設名 

・ 氏名、共同発表者 

・ 本文：A4 用紙 3 枚程度 

・ 一段組み（文字数：45  行数：40  余白：全て 20ｍｍ  書式：MS 明朝  フォント：10.5） 

 発表時に使用されました表やグラフ、写真などの挿入は可能です。（＊但し、写真等の個人情報の取り扱

いに関しましては、事前に確認していただきますようお願いします。） 

原稿文中に他の著作物から参考にしたり、引用を行うときには、その出典を明記してください。文献リス 

トは、著者の姓の ABC 順または引用順に配列してください。著者名は、5 名までを記載し、6 名以上は“他”

とする事を原則としてください。 

  製本の都合上、応募いただきました原稿の書式を編集させてくことがありますが、あらかじめご了承く

ださい。 

 

《 アイデアカードの内容 》 

 以前に作成された学術誌をご参照ください。レクリエーションやアクティビティ、自助具・スプリント等

実際の臨床場面で有用であったものや工夫したものなど、紹介していただけたらと考えております。 

（アイデアカード作成参考書式） 

        

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※学術誌に発表原稿等を掲載するのは、不手際もあるかとは思いますが、ご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。原稿やアイデアカード作成に関して、不明な点や詳しく知りたい事など気になる事がありましたら、下

記連絡先までご連絡いただけたらと思います。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

   〒768-0013 香川県観音寺市村黒町 739      

医療法人ブルースカイ松井病院 リハビリテーションセンター OT 岩田 恵里  

TEL 0875-23-2111 / FAX 0875-23-2100 

E メール：jimu@matsui-hp.com 

以上 

題名 施設名・氏名 

概要 

材料・道具・費用 

手順 

対象者（適用障害・運動障害） 

応用性（動き、段階づけ、姿勢、ADL への展

開など） 

注意事項・ポイント・その他 


